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コロ
ナ
禍
で
事
業
継
続
リ
ス
ク
顕
在
化

首
都
の
在
り
方
再
考
へ
国
全
体
の
議
論
を

晴
工
雨
読
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長
い
歴
史
の
中
で
は
各
国
の
首
都
の

考
え
方
や
在
り
方
も
様
々
。多
く
は
そ
の

国
の
中
央
政
府
が
あ
り
、最
高
指
導
者

ら
が
拠
点
と
す
る
都
市
を
指
す
。国
の
首

長
が
住
ま
う
と
こ
ろ
と
い
う
考
え
方
で

首
都
を
決
め
る
の
で
あ
れ
ば
、平
安
時
代

か
ら
明
治
時
代
を
迎
え
る
ま
で
、日
本
の

首
都
は
歴
代
天
皇
の
住
ま
い
が
あ
っ
た

京
都
と
な
る
。時
代
の
趨
勢
で
幕
府
が
開

か
れ
た
鎌
倉
や
江
戸
の
よ
う
に
、天
皇
の

い
る
京
都
か
ら
離
れ
た
場
所
で
政
治
が

行
わ
れ
る
こ
と
も
あ
っ
た
。

　
長
き
に
わ
た
り
安
定
し
た
政
権
基
盤

を
築
い
た
江
戸
幕
府
も
、天
皇
の
後
ろ
盾

を
得
た
新
政
府
軍
と
の
戊
辰
戦
争
、江

戸
城
の
無
血
開
城
を
経
て
、一
八
六
八
年

弱
を
占
め
る
。東
京
都
だ
け
で
一
万
四
、

〇
〇
〇
社
を
超
え
る
普
通
法
人
が
拠
点

を
置
く
。資
本
金
一
〇
億
円
超
の
大
規

模
法
人
に
絞
る
と
、首
都
圏
が
三
、一
二

六
社
で
全
体
の
六
割
強
、東
京
で
は
五
割

強
の
二
、六
七
五
社
と
な
り
、東
京
へ
の

一
極
集
中
が
よ
り
鮮
明
と
な
る
。

　
こ
う
し
た
流
れ
に
一
定
の
歯
止
め
を

掛
け
よ
う
と
、国
は
都
区
部
の
大
学
へ
の

定
員
抑
制
と
合
わ
せ
、地
方
の
大
学
振

興
や
若
者
の
雇
用
創
出
の
た
め
の
支
援

事
業
を
展
開
し
て
い
る
。地
方
で
の
企
業

の
本
社
機
能
拡
充
の
ほ
か
、都
区
部
か
ら

地
方
に
本
社
機
能
を
移
す
企
業
の
取
組

み
を
後
押
し
す
る
た
め
、税
制
上
の
特
例

措
置
も
講
じ
た
。こ
う
し
た
施
策
の
効
果

も
即
効
性
に
乏
し
く
、一
極
集
中
是
正
の

動
き
を
加
速
さ
せ
る
ま
で
に
は
至
っ
て
い

な
い
。

　
日
本
の
人
口
は
二
◯
◯
八
年
に
ピ
ー

ク
を
迎
え
て
か
ら
減
少
局
面
に
入
っ
た

が
、首
都
圏
は
こ
れ
ま
で
増
加
傾
向
を
続

け
、二
◯
一
九
年
に
は
過
去
最
高
の
約

四
、四
二
八
万
人
に
達
し
た
。二
◯
二
◯

に
そ
の
幕
を
閉
じ
た
。そ
の
後
、江
戸
は

東
京
へ
と
地
名
を
変
え
た
が
、首
都
機
能

は
残
っ
た
。

　
明
治
以
降
は
名
実
と
も
に
首
都
・
東

京
が
日
本
を
代
表
す
る
都
市
と
し
て
発

展
し
て
い
く
。関
東
大
震
災
、第
二
次
世

界
大
戦
と
い
っ
た
大
禍
か
ら
復
興
を
遂

げ
て
き
た
東
京
。戦
後
は
国
際
都
市
と
し

て
多
様
な
機
能
が
集
積
し
、東
京
圏
へ
の

人
口
流
入
も
進
ん
だ
。

　
一
方
で
交
通
渋
滞
な
ど
の
大
都
市
問

題
の
ほ
か
、地
震
や
水
害
な
ど
の
災
害
リ

ス
ク
も
膨
ら
ん
で
い
く
。首
都
機
能
の
過

度
な
一
極
集
中
を
是
正
す
る
必
要
性
は

こ
れ
ま
で
も
指
摘
さ
れ
て
き
た
が
、事
態

が
大
き
く
変
わ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。

年
以
降
は
首
都
圏
も
人
口
減
少
に
転
じ
、

高
齢
化
も
急
速
に
進
行
す
る
と
見
ら
れ

て
い
る
。最
近
は
コ
ロ
ナ
禍
で
感
染
リ
ス

ク
の
高
い
東
京
か
ら
地
方
に
人
口
流
出

す
る
動
き
も
出
始
め
て
い
る
よ
う
だ
。

従
来
発
想
か
ら
脱
却

実
体
的
シ
ス
テ
ム
分
散
へ

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
拡
大
に

よ
り
、事
業
継
続
の
観
点
か
ら
東
京
に
人

口
や
企
業
が
集
中
す
る
リ
ス
ク
が
顕
在

化
し
た
こ
と
が
、首
都
機
能
の
移
転
・
分

散
の
議
論
を
再
燃
さ
せ
て
い
る
。

　
自
民
党
の
有
志
議
員
ら
は「
社
会
機

能
の
全
国
分
散
を
実
現
す
る
議
員
連

盟
」を
六
月
に
立
ち
上
げ
た
。設
立
趣
意

書
に
よ
る
と
、「
首
都
を
丸
ご
と
移
転
す

る
と
い
う
従
来
の
発
想
で
は
な
く
、そ
れ

ぞ
れ
の
地
域
に
役
割
分
担
し
て
も
ら
い
、

代
替
性
の
役
割
も
同
時
に
果
た
す
」と

い
っ
た
機
能
分
散
の
イ
メ
ー
ジ
を
前
面
に

出
す
。

　
会
長
の
古
屋
圭
司
元
国
家
公
安
委
員

一
極
集
中
の
流
れ
変
わ
ら
ず

是
正
効
果
も
限
定
的

　
一
九
九
九
年
に
政
府
の
審
議
会
が
三

権（
立
法
・
行
政
・
司
法
）の
中
枢
機
能

の
移
転
先
と
し
て「
栃
木
・
福
島
地
域
」

「
岐
阜
・
愛
知
地
域
」「
三
重
・
畿
央
地

域
」と
い
っ
た
候
補
地
を
示
し
た
。し
か

し
候
補
地
以
外
で
の
盛
り
上
が
り
に
欠

け
、東
京
都
を
中
心
に
移
転
反
対
の
抗

議
活
動
が
活
発
化
。巨
額
の
移
転
費
用
へ

の
慎
重
論
も
相
次
ぎ
、二
◯
◯
◯
年
代
は

議
論
が
下
火
に
な
っ
た
。

　
近
年
は
安
倍
政
権
が
掲
げ
る「
地
方

創
生
」の
一
環
で
、二
◯
一
六
年
三
月
に

決
定
し
た
基
本
方
針
に
基
づ
き
、政
府
関

長
は
首
都
機
能
を
東
京
か
ら
出
す
二
十

世
紀
型
発
想
で
は
な
く
、実
体
的
な
シ
ス

テ
ム
を
全
国
に
最
適
分
散
さ
せ
る
必
要

性
を
強
調
。三
権
に
加
え
、経
済
や
教
育

機
関
も
対
象
に
議
論
を
深
め
、グ
ラ
ン
ド

デ
ザ
イ
ン
を
作
る
と
い
う
。

　
過
去
の
経
緯
か
ら
見
て
も「
移
転
」を

「
分
散
」と
言
い
換
え
た
だ
け
で
、議
論

が
一
気
に
進
展
す
る
と
は
考
え
が
た
い
。

コ
ロ
ナ
禍
を
機
に
変
化
し
た
国
民
の
価

値
観
や
新
た
な
生
活
・
行
動
様
式
の
浸

透
・
定
着
が
、今
後
の
展
開
を
左
右
す
る

こ
と
に
な
る
だ
ろ
う
。

　
内
閣
府
が
五
月
下
旬
～
六
月
上
旬
に

行
っ
た
ネ
ッ
ト
調
査（
回
収
数
約
一
万

件
）に
よ
る
と
、就
業
者
の
三
四
・
六
％

が
不
定
期
を
含
め
た
テ
レ
ワ
ー
ク
を
経

験
し
た
と
回
答
。地
方
移
住
へ
の
関
心
が

高
ま
っ
た
と
答
え
た
東
京
圏
に
住
む
二

〇
代
は
二
七
・
七
％
を
占
め
、都
区
部
に

限
る
と
三
五
・
四
％
と
な
っ
た
。

　
政
府
も
コ
ロ
ナ
禍
に
伴
う
変
革
の
流

れ
を
、東
京
一
極
集
中
の
是
正
や
働
き

方
改
革
、デ
ジ
タ
ル
化
な
ど
を
一
気
に
進

係
機
関
で
は
消
費
者
庁
や
文
化
庁
の
地

方
移
転
を
推
進
。こ
う
し
た
動
き
も
一
部

機
能
に
と
ど
ま
り
、検
討
候
補
に
挙
が
っ

た
関
係
機
関
の
多
く
は
移
転
を
断
念
し

て
い
る
。

　
人
や
企
業
が
首
都
・
東
京
に
集
ま
る

流
れ
は
一
筋
縄
で
は
変
わ
ら
な
い
。東
京

圏
へ
の
転
入
超
過
者
を
年
齢
階
層
別
で

見
る
と
、一
〇
代
後
半
や
二
〇
代
の
若
者

の
割
合
が
大
方
を
占
め
る
。都
内
の
有
名

大
学
を
志
望
す
る
学
生
や
、就
職
難
の
地

方
か
ら
流
入
す
る
若
者
層
が
増
え
て
い

る
格
好
だ
。

　
資
本
金
一
億
円
以
上
の
普
通
法
人
の

二
◯
一
八
年
度
立
地
状
況
で
は
、首
都

圏
が
一
万
七
、六
七
七
社
で
全
体
の
六
割

め
る
好
機
と
捉
え
る
。七
月
十
七
日
に
閣

議
決
定
し
た「
経
済
財
政
運
営
と
改
革

の
基
本
方
針
」（
骨
太
の
方
針
）と「
ま

ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生
基
本
方
針
」で
、

一
極
集
中
を
是
正
す
る
方
針
を
明
示
し

た
。多
様
な
働
き
方
や
暮
ら
し
方
を
推
進

し
、「
新
た
な
日
常
」に
対
応
し
た
地
域

経
済
の
構
築
と
地
方
移
住
・
定
着
の
流

れ
を
後
押
し
す
る
考
え
だ
。

　
戦
後
の
復
興
期
か
ら
高
度
成
長
期
を

経
て
築
き
あ
げ
た
首
都
・
東
京
の
見
直

し
に
は
、膨
大
な
パ
ワ
ー
が
必
要
と
さ
れ

る
。戦
後
最
大
の
危
機
と
も
言
わ
れ
る
新

型
コ
ロ
ナ
の
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク（
世
界
的
大

流
行
）が
、国
民
と
社
会
を
動
か
す
原
動

力
と
な
り
、首
都
機
能
の
分
散
の
流
れ

に
拍
車
を
掛
け
ら
れ
る
の
か
。首
都
直
下

地
震
や
南
海
ト
ラ
フ
地
震
、豪
雨
な
ど
頻

発
・
激
甚
化
す
る
自
然
災
害
へ
の
対
応
、

人
口
減
少
・
超
高
齢
化
と
い
っ
た
コ
ロ
ナ

前
か
ら
指
摘
さ
れ
て
い
た
問
題
・
課
題

を
含
め
、今
後
の
首
都
の
在
り
方
に
つ
い

て
国
全
体
で
幅
広
く
議
論
す
る
こ
と
が

求
め
ら
れ
る
。
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